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内部討議資料

令和 4年 12月 2日　公の施設等整備調査特別委員会資料 資料No.3 より
当時の資料による『あり方の検討』された施設について
あり方の検討とは、現状の施設の建て替え、長寿命化、集約化など今後の施設の使用
方法について検討が必要な公共施設

川端公園再整備計画ではゲイトウエイ（玄関口）という意味合いも込めて環境・観光常任委員会で継続審議
されております。
昨年、湯河原町長選挙において防災コミュニティセンターにて行われた公開討論会では、町民からの意見と
して『湯河原町にはウエルカムが無い』という意見がございました。
川端公園には大きなモニュメントが建てられておりますが、川端公園は前回整備されて以降約 50年間整備
されておらずその結果、モニュメントの下は撤去されたモニュメントの跡がむき出しとなっているのが現実。
実際に利用されている近隣住民からは

街区公園として、地域住民の緊急避難場所として、湯河原町の温泉場へつながる
玄関口として何が必要とされ何が必要では無いのか？
改修を求める近隣住民の意見、新しいお店など出来つつある近隣エリアの活性化
も踏まえ、もっと議論されるべきであり住民の意見を反映し、整備されないまま
の公園ではなく、無駄をなくし機能性と湯河原町の玄関口として相応しい公園に
なる事を検討しなければなりません。

耐震補強を必要とする施設が多く限られた予算の中で優先順位をつけ建替えや改修が必要です。
いつ起きるか解らない災害に備える為にも施設の複合化を踏まえ早期検討着手する必要性がございます。

湯河原町では『本当に避難が必要な人のために、自宅での生活
が可能であれば在宅避難の準備』と呼び掛けられる中
能登半島地震では新しくても多くの住宅が被災しました。
私たちが住む建物は大きな地震が発生した際、本当に大丈夫な
のだろうか避難する場合に一番どの施設が近いのか改めて確認
する必要性はあると思います。

2月22日定例会におきまして一般質問により明らかになった地震の避難施設として指定されている10施設の収容人数

・湯河原小学校体育館　136名
・おにわ保育園　　　　  50 名
・たちばな保育園　　　  54 名
・防災コミュニティセンター　60名
・町立体育館　　　　　164名
・まさご保育園　　　　  56 名
・吉浜小学校体育館　　128名
・ヘルシープラザ　　　120名
・東台福浦小学校体育館  96 名
・川堀会館　　　　　　  50 名

・歩きにくい
・糞尿の臭いが気になる
・勾配をなんとかして欲しい
・トイレを整備して欲しい
・気軽に座れて交流できるスペースにして欲しい
・ドッグランがあると良い

土砂災害が同時発生した場合
（2階以上に避難する施設）
・おにわ保育園　　26名
・たちばな保育園　32名

【地震が発生した際、避難施設の収容人数】

【湯河原の玄関口】
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1 テントあたり 2名収容と想定した場合

など様々な意見がございます。

湯河原町役場　第一庁舎　建築年　昭和 37年　鉄筋コンクリート造
湯河原町役場　第二庁舎　建築年　昭和 55年　鉄筋コンクリート造
湯河原町役場　第三庁舎　建築年　平成   6 年　鉄筋コンクリート造
城堀会館　建築年　昭和 54年　鉄筋コンクリート造（耐震補強を実施中）
門川会館　令和 4年度・令和 5年度外壁タイル改修工事を実施し当面の危険性を除去、
　　耐震補強については鍛冶屋会館を改修後実施予定
鍛冶屋会館　建築年　昭和 51年　鉄筋コンクリート造
文化福祉会館（第７分団詰め所を含む）　建築年　昭和 45年鉄筋コンクリート造
　　令和 4年度サウンディング調査を実施、令和 6年度以降検討予定
福浦会館　建築年　昭和 51年　鉄筋コンクリート造
　　地区の意向により耐震調査は実施せず、通常メンテナンスを今後も行う予定
温泉場ぶらりお休み処　建築年　昭和 46年　鉄筋コンクリート造
万葉亭　建築年　昭和 30年　木造　令和６年度で茅葺き屋根を葺き替え
町立美術館 A棟 建築年 昭和 33年 鉄筋コンクリート造 今後耐震改修補強を予定
町立美術館 C棟 建築年 昭和 46年 鉄筋コンクリート造 今後耐震改修補強を予定
図書館　建築年　昭和 54年　鉄筋コンクリート造 今後耐震改修補強を予定

【湯河原町の将来の為に、公共施設の現実を知る】
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